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近年、スクリプト言語は、自前のインタプリタ上だけでなく、JavaVM, CLRや LLVM, JavaScript など様々な実行環
境上で実行する要望が増えている。従来、これらの要望に応えるため、JRubyや IronRubyのように各ターゲットに向
けて個別の処理系を実装してきた。本ポスターでは、MiniKonoha を実装例にして、ひとつのパーサ実装処理系から
ETRoboCon 向け小型 VM, JavaScript, Common Language Runtimeへのコード生成とその抽象化を紹介する。 
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1. はじめに 

 近年、スクリプト言語を独自のインタプリタ上だけでな

く、JVM、CLI、LLVM、JavaScript など、様々な実行環境
で実行する要求が増えている。従来、これらの要求に応え

るため、JRubyや IronRubyのように各ターゲットに向けて
個別の処理系を実装してきた。しかし、このような場合、

同じスクリプト言語のパーサであっても実装ごとに用意す

る必要がある。 

2. 提案 

本研究では、ソースコードを抽象構文木(AST)の形に変
換し、1つの ASTを元に複数の環境へ向けたコードを生成
する。この手法は、各ターゲットに向けて個別の処理系を

実装することに比べて、処理の前段階が共通化できるため、

実装がより簡単に行える利点がある。 

2.1 MiniKonoha 
本ポスターで扱うスクリプト言語である MiniKonoha 言

語について述べる。 
MiniKonoha言語処理系は機能をモジュール化し、利用者

が拡張しやすいよう設計を行なっている。MiniKonoha言語

処理系を構成するモジュールを以下に示す。 
・ コード評価器 
・ コード生成器 
・ 型検査器 
・ パーサ 
・ メモリ管理機構 

 本研究では MiniKonoha のコード生成器、コード評価器
を切り替えることで、様々な環境へ向けたコード生成を実

現する(図 1)。 
2.2 中間表現 
 我々はソースコードから各環境のコードを生成する際の

中間表現として MiniKonohaの ASTを利用している。これ
は、他言語のソースコードを生成する際に元のプログラム

の構造を残すことができるためである。 

 
図 1 MiniKonohaの処理の流れ 

2.3 コード生成、評価 
 コード生成器は MiniKonoha のコード生成モジュールと
して実装される。コード生成器の出力は、大きく分けてバ

イトコードとソースコードの 2つがあり、前者は JVM、後
者は JavaScript のコード生成などが該当する。ソースコー
ドは、中間表現に ASTを利用しているため、元のプログラ
ムの構造を残した物が生成可能である。 
 コード評価器もモジュールとして実装される。JavaScript
のコード生成を例にとると、V8などの JavaScriptエンジン
をコード評価器として組み込み、実行させることが可能で

ある。 
 実装例として、組み込み機器で動作する ETRoboCon 向

け小型 VM、JavaScript、CLRのコード生成器があり、同一
のスクリプトが各環境で動作している。 

3. まとめ 

 我々はコード生成・評価モジュールを切り替え、単一の

パーサから各環境向けのコード生成を行う方法を提案した。 
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